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は
じ
め
に
―
分
析
の
視
座

　　

こ
れ
ま
で
国
政
選
挙
の
分
析
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
道
政
な
ど
地
方
政
治
に
つ
い
て
は
世
論
調
査
を
含

め
や
っ
た
こ
と
が
な
く
研
究
会
で
は
、
ど
う
分
析
し
て
報

告
す
べ
き
か
悩
み
ま
し
た
。

　

国
政
選
挙
を
分
析
す
る
場
合
、
例
え
ば
民
主
党
の
傾
向

や
特
徴
を
つ
か
む
に
は
、
自
民
党
、
新
党
大
地
と
い
っ
た

政
党
と
比
較
し
て
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
高
橋
は
る
み
知
事
、
高
橋
道
政
を
ど
の
よ
う
に
分

析
す
る
か
。
同
時
期
に
選
挙
に
初
出
馬
し
、
同
じ
よ
う
に

混
戦
を
制
し
、
支
持
母
体
は
違
い
ま
す
が
共
に
現
在
三
期

目
の
上
田
文
雄
・
札
幌
市
長
を
比
較
対
象
に
し
て
、
高
橋

知
事
の
支
持
状
況
の
特
性
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
と
の
仮

説
に
立
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

分
析
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
共
通

点
、
傾
向
を
探
り
、
次
に
両
者
の
相
違
点
を
洗
い
出
し
、

高
橋
知
事
の
特
徴
や
強
さ
の
要
因
は
な
に
か
。
さ
ら
に
、

高
支
持
率
の
裏
側
に
は
何
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
ま
す
。

　

分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇
三
年
以
降
、
北
海

道
新
聞
社
が
行
っ
た
全
道
と
札
幌
市
の
世
論
調
査
で
す
。

　
１
　
高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
共
通
点

　

両
者
と
も
高
い
支
持
率
の
推
移

　

「
ま
あ
良
い
」
が
支
持
の
基
盤
に

　

支
持
状
況
の
分
析
と
し
て
、
一
つ
目
は
、
高
橋
知
事
と

上
田
市
長
の
共
通
点
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

調
査
年
次
の
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
本
来

で
は
あ
れ
ば
グ
ラ
フ
に
し
な
い
の
で
す
が
、
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
あ
え
て
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後
で
み
る
上

田
市
長
の
調
査
年
次
も
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
も

留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
橋
知
事
は
比
較
的
高
い
支
持
率
で
推
移
し
、
一
二
年

か
ら
一
三
年
に
か
け
て
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。「
不
支
持
」

と
中
間
的
な
回
答
の
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
は
、
比

較
的
安
定
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

上
田
市
長
も
高
支
持
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
中
間

回
答
の
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
は
、
一
〇
年
、
一
三

年
と
低
下
し
て
い
る
の
に
対
し
、
不
支
持
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
（
図
２
）。

　

二
人
と
も
支
持
は
安
定
し
、そ
の
割
合
は
と
も
に
高
く
、

近
年
は
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

高
橋
道
政
支
持
率
の
構
造
と
背
景

高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
比
較
分
析
―
世
論
調
査
結
果
か
ら

図１　高橋知事の支持状況の推移

20
03
年
5月

(1
期
目
1カ

月
）

20
04
年
4月

(1
期
目
1年

）

20
07
年
3月

(1
週
間
前
）

20
08
年
4月

(2
期
目
1年

）

20
09
年
4月

(2
期
目
2年

）

20
10
年
4月

(2
期
目
3年

）

20
11
年
10
月

20
12
年
3月

20
13
年
4月

％



27 北海道自治研究 ２０１３年12月（Ｎo.539）

　

高
橋
知
事
の
支
持
状
況
を
詳
し
く
み
て
み
ま
す
。

　

道
新
の
調
査
は
、「
大
変
良
い
」「
ま
あ
良
い
」
を
合
わ

せ
て＜

支
持＞

、「
あ
ま
り
良
く
な
い
」「
ま
っ
た
く
良
く

な
い
」
を
合
わ
せ
て＜

不
支
持＞

と
し
、
そ
し
て
「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
」
の
五
択
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

内
閣
支
持
率
の
調
査
だ
と
、
支
持
す
る
、
支
持
し
な
い
と

選
択
肢
は
少
な
い
の
で
す
が
、
一
九
九
五
年
に
就
任
し
た

堀
達
也
元
知
事
の
時
か
ら
の
五
択
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
橋
知
事
の
支
持
は
、「
大
変
良
い
」
の
強
い

肯
定
と
、「
ま
っ
た
く
良
く
な
い
」
の
強
い
否
定
の
割
合

は
低
く
、「
ま
あ
良
い
」
と
い
う
中
間
的
な
意
見
が
多
い

の
が
特
徴
で
す（
図
３
）。高
支
持
率
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

ま
あ
ま
あ
良
い
と
思
っ
て
い
る
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る

結
果
で
す
。
上
田
市
長
の
支
持
状
況
の
推
移
も
全
く
同
じ

状
況
で
す
。「
ま
あ
良
い
」
の
中
間
的
な
評
価
が
多
く
、

強
い
肯
定
の
「
大
変
良
い
」
と
、
強
い
否
定
の
「
ま
っ
た

く
良
く
な
い
」
は
少
な
い
（
図
４
）。

　

さ
ら
に
、
自
民
党
支
持
の
高
低
と
高
橋
知
事
の
支
持
率

と
は
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
〇
七
年
に
自

民
党
支
持
は
低
下
し
ま
し
た
が
、
知
事
の
支
持
率
は
急
上

昇
し
、
〇
八
年
は
自
民
党
支
持
と
知
事
の
支
持
は
同
じ
よ

う
に
微
減
傾
向
を
示
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
推
移
を
み
る

と
、
必
ず
し
も
明
確
な
相
関
関
係
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
同

様
に
、
上
田
市
長
の
支
持
率
と
民
主
党
支
持
率
に
明
確
な

相
関
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
一
〇
年
以
降
、
民
主
党
支
持
は

急
減
す
る
の
に
上
田
市
長
の
支
持
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

両
者
の
支
持
は
、
政
党
支
持
と
は
相
関
関
係
に
な
く
国

政
と
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

支
持
と
年
代
の
顕
著
な
相
関
関
係

　

各
政
党
支
持
層
へ
広
が
る
支
持

　

高
橋
知
事
の
年
代
別
支
持
率
の
推
移
を
み
る
と
、
七
〇
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図２　上田市長の支持状況の推移

図３　高橋知事の支持状況の推移

図４　上田市長の支持状況の推移
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歳
以
上
の
高
年
層
の
支
持
が
、
全
体
平
均
値
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
上
田
市
長
も

同
様
に
、
七
〇
歳
以
上
が
全
体
平
均
値
の
支
持
率
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　

図
５
は
各
年
代
の
支
持
率
の
平
均
値
で
す
。
両
者
と
も

年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
支
持
の
割
合
は
高
く
な
り
ま

す
。
上
田
市
長
は
緩
や
か
に
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
高
橋

知
事
は
年
代
が
高
く
な
る
と
支
持
が
急
増
し
ま
す
。
高
橋

知
事
は
高
年
齢
層
で
の
支
持
の
高
さ
が
顕
著
で
す
。

　

次
に
支
持
政
党
別
に
よ
る
両
者
の
支
持
の
推
移
を
見
て

み
ま
す
（
図
６
、７
）。
自
民
党
支
持
層
で
高
橋
知
事
の
支

持
が
高
い
の
は
当
然
で
す
が
、
民
主
党
支
持
層
の
中
で
も

次
第
に
支
持
率
が
高
く
な
り
、
他
党
に
も
支
持
が
浸
透
し

て
い
る
。
一
方
、
無
党
派
層
の
支
持
は
振
幅
が
あ
り
、
や

や
安
定
性
に
欠
け
ま
す
。

　

上
田
市
長
は
、
民
主
党
支
持
層
の
支
持
率
が
高
く
、
さ

ら
に
自
民
党
支
持
層
の
支
持
は
〇
八
年
の
調
査
か
ら
一
貫

し
て
上
昇
し
て
い
ま
す
。
無
党
派
層
の
支
持
は
、
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
安
定
し
て
い
ま
す
。

　

民
主
党
支
持
層
だ
け
の
高
橋
知
事
の
支
持
状
況
を
み
た

の
が
図
８
で
す
。
〇
八
年
以
降
、
支
持
率
は
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
一
時
期
を
除
き
、
民
主
党
支
持
層
の
中
で
も
支
持

が
不
支
持
を
上
回
り
、
一
三
年
に
支
持
率
は
急
増
し
て
い

ま
す
。
当
然
な
が
ら
不
支
持
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
上
田
市
長
の
自
民
党
か
ら
の
支
持
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
同
様
に
、
一
時
期
を
除
き
自
民
党
支
持
層

か
ら
の
支
持
が
不
支
持
を
上
回
り
、
〇
六
年
以
降
、
支
持

は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
９
）。

　

共
通
点
の
ま
と
め

　

～
国
政
に
左
右
さ
れ
ず
支
持
安
定

　

高
橋
知
事
、上
田
市
長
と
も
に
支
持
の
中
身
を
見
る
と
、

図５　年代別における高橋知事と上田知事の平均支持率

図６　高橋知事の支持推移・支持政党別

図７　上田市長の支持率推移・支持政党別
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強
い
肯
定
と
強
い
否
定
は
少
数
派
で
、「
ま
あ
良
い
」
と

い
う
や
や
曖
昧
な
評
価
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。「
ま

あ
良
い
」
の
平
均
値
は
高
橋
知
事
四
四
％
、
上
田
市
長
は

四
〇
％
で
す
。

　

両
者
は
比
較
的
高
い
支
持
率
で
推
移
し
、
近
年
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
調
査
年
は
異
な
り
ま
す
が
、
高
橋
知

事
の
支
持
率
は
一
二
年
に
五
一
％
だ
っ
た
の
が
、
一
三
年

は
六
一
％
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
上
田
市

長
は
一
〇
年
の
四
〇
％
か
ら
、
一
三
年
は
五
一
％
の
支
持

率
に
な
り
、
一
一
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
ま
す
。

　

政
党
支
持
率
と
両
者
の
支
持
率
に
は
相
関
関
係
は
見
ら

れ
な
い
の
で
、
国
政
に
左
右
さ
れ
ず
、
支
持
は
安
定
し
ま

す
。
ま
た
、
無
党
派
か
ら
の
支
持
も
一
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
支
持
が
強
ま
り
、
特

に
高
橋
知
事
は
高
年
層
か
ら
の
支
持
が
よ
り
顕
著
で
す
。

　

支
持
母
体
と
敵
対
す
る
政
党
支
持
層
と
の
関
係
で
は
、

一
時
期
を
除
き
、
支
持
が
不
支
持
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ

れ
も
国
政
に
左
右
さ
れ
て
い
な
い
現
象
で
あ
り
、
支
持
の

安
定
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
敵
陣
の
中
で
支

持
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、こ
う
し
た
共
通
項
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
２
　
高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
相
違
点

　

支
持
率
上
昇
の
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

　

高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
相
違
点
は
、
傾
向
は
同
じ

で
も
強
弱
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
を
合
算
し
算
出
し
た
平
均
支
持
率
は
、
高
橋
知
事

が
五
一
％
、
上
田
市
長
は
四
五
％
で
、
高
橋
知
事
が
上
田

図８　民主党支持層における高橋知事の支持状況

図９　自民党支持層における上田市長の支持状況

図10　性別における高橋知事の支持率推移
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市
長
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
両
者
の
平
均
不
支
持
率
は

二
一
％
で
同
率
で
す
が
、
上
田
市
長
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

の
に
対
し
、
高
橋
知
事
は
一
定
で
最
近
は
下
降
し
て
い
ま

す
。

　

性
別
で
み
る
と
、
高
橋
知
事
の
支
持
は
一
時
期
を
除
き

女
性
が
男
性
を
上
回
っ
て
お
り
、
平
均
値
は
女
性
五
四
％

に
対
し
男
性
四
九
％
で
す
。
知
事
の
支
持
は
近
年
急
上
昇

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要
因
は
男
性
の
支
持
が
高
く
な
っ

た
か
ら
で
す
。
一
二
年
三
月
の
調
査
は
男
性
支
持
率
が
四

六
％
で
し
た
が
、
翌
一
三
年
四
月
の
調
査
で
は
六
一
％
、

一
五
ポ
イ
ン
ト
も
急
増
し
て
お
り
、
こ
れ
が
支
持
率
上
昇

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
10
）。

　

上
田
市
長
の
平
均
値
は
、
男
性
四
四
％
、
女
性
四
六
％

と
ほ
ぼ
同
率
で
、
高
橋
知
事
ほ
ど
性
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
近
の
調
査
で
支
持
率
が
急
増
し
た
の
は
、
女
性
支
持
率

の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
〇
年
は
支
持
率
が
三
九
％

で
し
た
が
、
一
三
年
の
調
査
で
は
五
六
％
、
前
回
比
一
七

ポ
イ
ン
ト
も
急
増
す
る
な
ど
女
性
の
支
持
拡
大
が
支
持
率

上
昇
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
（
図
11
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
高
橋
知
事
と
上
田
市
長
の
支
持

率
上
昇
の
要
因
に
は
、
男
性
、
女
性
と
い
う
相
違
が
あ
り

ま
す
。

　

年
代
別
で
は
、
両
者
と
も
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
支

持
率
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
年
代
で
高
橋
知
事

が
上
田
市
長
を
リ
ー
ド
し
、
高
年
層
で
は
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。
特
に
七
〇
歳
以
上
で
は
、
高
橋
知
事
六
六
％

図11　性別における上田市長の支持率推移

図12　年代別における高橋知事と上田市長の平均支持率

図13　自民・民主支持層における高橋知事と上田市長の支持率の推移

自民・民主支持層における「高橋知事」の支持率推移

自民・民主支持層における上田市長の支持率推移
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に
対
し
上
田
市
長
が
五
四
％
で
あ
り
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
差

と
大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
（
図
12
）。

　

ま
た
、
七
〇
歳
以
上
に
限
っ
て
み
る
と
高
橋
知
事
の
支

持
は
高
率
で
推
移
し
て
お
り
、こ
の
年
層
か
ら
の
支
持
は
、

上
田
市
長
に
比
べ
盤
石
な
基
盤
と
い
え
ま
す
。

　

支
持
母
体
以
外
へ
の
浸
透
度

　

両
者
と
も
支
持
母
体
か
ら
の
支
持
率
は
高
い
の
で
す
が
、

高
橋
知
事
は
自
民
党
支
持
層
か
ら
の
支
持
が
七
五
％
、
上

田
市
長
は
民
主
党
支
持
層
か
ら
の
支
持
が
六
〇
％
と
圧
倒

し
て
い
ま
す
。
無
党
派
層
か
ら
の
支
持
は
ほ
ぼ
同
率
で
、

ま
た
敵
陣
営
か
ら
の
支
持
も
互
角
の
状
況
で
す
。

　

自
民
と
民
主
支
持
層
に
お
け
る
、
高
橋
知
事
、
上
田
市

長
へ
の
支
持
率
の
推
移
を
表
し
た
の
が
図
13
で
す
。
先
程

示
し
ま
し
た
が
、
敵
陣
営
か
ら
の
平
均
支
持
率
は
、
両
者

に
あ
ま
り
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、近
年
の
推
移
を
み
る
と
、

一
〇
年
調
査
は
高
橋
知
事
へ
の
民
主
党
支
持
層
か
ら
の
支

持
は
四
七
％
で
し
た
が
、
一
三
年
で
は
六
六
％
と
一
九
ポ

イ
ン
ト
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
上
田
市
長
へ
の
自
民

党
支
持
層
か
ら
の
支
持
も
一
〇
年
の
四
四
％
か
ら
、
一
三

年
は
五
〇
％
へ
と
伸
び
て
い
ま
す
が
、
両
者
の
差
は
一
六

ポ
イ
ン
ト
へ
拡
大
し
て
い
ま
す
。近
年
の
侵
食
度
合
い
は
、

高
橋
知
事
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
橋
知
事
―
主
婦
と
無
職
で
高
い
支
持

　

職
業
別
に
お
け
る
支
持
状
況
の
分
析
は
、
道
新
が
新
し

い
職
業
分
類
を
導
入
し
た
関
係
で
、
一
〇
年
以
降
の
高
橋

知
事
の
調
査
だ
け
が
該
当
し
ま
す
。先
程
示
し
た
よ
う
に
、

高
橋
知
事
は
女
性
と
高
年
層
で
支
持
が
高
い
の
で
、
職
業

別
で
は
「
主
婦
」
と
「
無
職
」
で
支
持
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
公
務
員
・
団
体
職
員
」
の
三
年
間
の

平
均
支
持
率
は
四
二
％
と
、
全
体
平
均
値
の
五
七
％
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
・
団
体
職
員
の
民
主
党
支
持
率
は
一
貫
し
て
高

く
、
民
主
党
が
劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
一
二
年
一
二
月
の
衆

院
選
に
お
い
て
も
、
こ
の
層
の
民
主
党
支
持
率
は
高
か
っ

た
。
こ
こ
に
知
事
の
支
持
と
国
政
と
の
連
動
性
が
垣
間
見

ら
れ
ま
す
。
公
務
員
・
団
体
職
員
だ
け
を
抜
き
出
し
て
み

る
と
、
支
持
、
不
支
持
と
も
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
支
持

率
の
低
下
は
、
単
に
不
支
持
が
伸
び
た
の
で
は
な
く
、
支

持
・
不
支
持
層
が
中
間
派
の
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

に
転
じ
た
こ
と
が
原
因
で
す
（
図
14
）。

　

参
考
ま
で
に
、
〇
七
年
と
一
一
年
の
投
開
票
日
出
口
調

査
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
性
、
年
代
別
で
得
票
率
が
最

も
伸
び
た
の
は
、
高
橋
が
五
〇
代
の
一
三
ポ
イ
ン
ト
増
、

上
田
は
六
〇
歳
以
上
の
四
ポ
イ
ン
ト
増
で
す
。
さ
ら
に
、

高
橋
の
民
主
党
支
持
層
か
ら
の
得
票
は
、
二
二
％
か
ら

四
四
％
へ
と
倍
増
し
ま
す
が
、
上
田
の
自
民
党
支
持
層
か

ら
の
得
票
は
三
三
％
か
ら
三
二
％
へ
微
減
し
て
い
ま
す
。

　

相
違
点
の
ま
と
め

　

～
各
層
へ
の
浸
透
は
高
橋
知
事
に
軍
配

　

高
橋
知
事
の
平
均
支
持
率
は
五
一
％
で
、
こ
れ
ま
で
の

最
低
値
は
四
二
％
、
最
高
値
は
六
一
％
で
し
た
。
上
田
市

長
の
平
均
支
持
率
は
四
五
％
、
最
低
値
は
四
〇
％
で
最
高

値
は
五
一
％
と
い
う
結
果
で
、
平
均
値
と
最
高
値
は
高
橋

知
事
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
均
不
支
持
率
は
両
者
と
も
同
率
で
す
が
、
高

橋
知
事
の
不
支
持
率
は
減
少
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
が
、
上

田
市
長
は
上
昇
と
対
照
的
で
す
。

　

性
別
で
は
男
性
の
平
均
支
持
率
は
、
高
橋
四
九
％
、
上

田
四
四
％
。
女
性
の
平
均
支
持
率
は
高
橋
五
四
％
、
上
田

四
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
橋
知
事
が
リ
ー

ド
し
て
お
り
、
か
つ
女
性
が
強
い
支
持
基
盤
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

近
年
の
支
持
率
急
増
の
要
因
は
、
高
橋
知
事
が
男
性
の

支
持
上
昇
で
、
一
二
年
の
四
六
％
か
ら
、
一
三
年
は
六
一

図14　公務員・団体職員における高橋知事の支持状況
％
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％
と
、
一
五
ポ
イ
ン
ト
増
。
一
方
、
上
田
市
長
は
女
性
の

支
持
上
昇
で
、
一
〇
年
の
三
九
％
か
ら
、
一
三
年
は
五
六

％
と
、
一
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
の
平
均
支
持
率
で
は
、
全
て
の
年
代
で
高
橋
が

上
田
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
両
者
の
差
が
最
も
開
い
た
の

は
七
〇
歳
以
上
の
高
年
層
で
、
高
橋
六
六
％
に
対
し
、
上

田
は
五
四
％
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
橋
知
事
の
支
持
基
盤
は
、
女
性
と

七
〇
歳
以
上
の
高
年
層
に
あ
る
こ
と
が
調
査
か
ら
分
か
り

ま
す
。

　
３
　
高
支
持
率
の
裏
側
あ
る
も
の

　

異
な
る
支
持
す
る
理
由
の
内
容

　

世
論
調
査
で
は
、
知
事
も
し
く
は
市

長
を
支
持
す
る
、
し
な
い
を
聞
い
た
あ

と
に
、
そ
の
理
由
を
聞
い
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
調
査
時
に
注
目
さ
れ
て
い
る

事
や
関
心
の
高
い
事
を
聞
く
の
で
、
毎

回
選
択
肢
は
変
わ
り
、
さ
ら
に
高
橋
知

事
と
上
田
市
長
の
選
択
肢
は
異
な
る

の
で
、
両
者
の
比
較
分
析
は
難
し
い
。

　

そ
こ
で
、
表
１
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
支
持
す
る
理
由
で
最
も
多
か
っ
た

も
の
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
い
く

つ
か
の
選
択
肢
か
ら
、
一
つ
だ
け
選
ぶ

単
数
回
答
は
両
者
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

知
事
に
就
任
し
た
〇
三
年
か
ら
順

に
見
て
み
る
と
、
〇
三
年
は
「
人
柄
が

よ
い
」、
〇
四
と
〇
五
年
は
「
財
政
再
建
へ
の
取
り
組
み

が
良
い
」、
〇
七
と
〇
八
年
は
「
行
財
政
改
革
へ
取
り
組

み
が
良
い
」、
〇
九
年
以
降
は
、「
政
治
姿
勢
が
良
い
」「
人

柄
が
良
い
」「
目
立
っ
た
失
策
が
な
い
」
が
多
か
っ
た
。

　

一
方
、
上
田
市
長
は
、
〇
三
年
が
「
市
民
中
心
の
市
政

を
目
指
し
て
い
る
」、
〇
四
、〇
五
年
が
「
政
治
姿
勢
に
共

感
で
き
る
」、
〇
八
年
が
「
市
民
自
治
・
市
民
密
着
型
の

市
政
を
推
進
し
て
い
る
か
ら
」、
一
〇
、一
三
年
は
「
市
民

の
声
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
」が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
橋
知
事
の
支
持
理
由
は
三
〇
％
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
が
、
上
田
市
長
は
三
〇
％
台
か
ら
五
〇
％

近
く
で
推
移
し
て
お
り
、
高
橋
知
事
よ
り
数
値
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。一
つ
の
選
択
肢
に
意
見
が
集
ま
る
の
は
、

多
く
の
市
民
が
瞬
時
に
思
い
描
く
こ
と
が
選
択
肢
の
中
に

あ
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
市
民
に
浸
透
し
て
い
る
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
政
策
が
上
田
市
長
に
は
あ
る
、
と
い
う
見
方

が
で
き
ま
す
。

　

高
橋
知
事
の
場
合
、
評
価
が
分
散
し
、
し
か
も
抽
象
的

で
消
極
的
な
項
目
が
多
い
の
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
政
策

が
な
い
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。「
人
柄
が

良
い
」
は
抽
象
的
な
項
目
で
す
し
、「
目
立
っ
た
失
策
が

な
い
」
は
、
受
け
止
め
方
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
印
象

で
消
極
的
評
価
と
い
え
ま
す
。
高
橋
知
事
に
目
立
っ
た
成

果
が
な
い
中
、
財
政
再
建
、
行
革
へ
の
取
り
組
み
の
割
合

が
高
い
の
は
、
電
話
調
査
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
取
り
あ

え
ず
無
難
に
答
え
て
お
こ
う
、
と
い
う
気
持
ち
が
働
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

政
策
・
実
績
評
価
と
知
事
の
続
投

　

高
橋
知
事
の
政
策
・
実
績
評
価
に
つ
い
て
は
、
知
事

就
任
後
か
ら
何
回
か
聞
い
て
い
ま
す
（
表
２
）。
就
任
間

も
な
い
〇
三
年
で
は
、「
期
待
す
る
」
が
七
二
％
と
高
い

の
は
当
然
で
す
が
、
〇
四
年
の
道
州
制
導
入
は
「
期
待
し

な
い
」
が
五
八
％
、
〇
五
年
の
景
気
対
策
は
「
評
価
す

る
」
四
三
％
、
〇
七
年
の
支
庁
再
編
は
「
問
題
あ
り
」

六
五
％
、
一
一
年
の
泊
原
発
３
号
機
稼
働
容
認
は
「
問
題

あ
り
」
六
五
％
、
そ
し
て
直
近
の
一
三
年
調
査
で
は
、
高

橋
道
政
一
〇
年
で
北
海
道
は
変
わ
っ
た
か
と
い
う
問
に
対

し
て
は
、「
良
く
な
っ
た
」
が
三
二
％
に
と
ど
ま
り
、「
変

わ
ら
な
い
」
が
五
六
％
と
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

高
橋
知
事
の
支
持
率
は
高
い
の
で
す
が
、
政
策
・
実
績

評
価
は
決
し
て
高
く
な
い
の
で
す
。

　

次
に
、
高
橋
知
事
の
続
投
と
民
主
党
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
過
去
三
回
調
査
を
し
て
い
ま
す
（
表
３
）。

表１　高橋知事・上田市長の支持理由



33 北海道自治研究 ２０１３年12月（Ｎo.539）

　

一
期
目
の
〇
五
年
は
、
二
年
後
の
知
事
選
の
続
投
を
期

待
す
る
か
で
、「
期
待
す
る
」
六
四
％
、「
期
待
し
な
い
」

三
二
％
と
い
う
結
果
で
す
。
知
事
二
期
目
の
一
〇
年
は
一

年
後
の
選
挙
に
向
け
て
民
主
党
の
対
応
は
、「
独
自
候
補

擁
立
」
三
〇
％
、「
相
乗
り
」
八
％
で
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
が
六
一
％
と
最
多
で
し
た
。

　

そ
し
て
三
期
目
折
り
返
し
と
な
る
、一
三
年
調
査
で
は
、

知
事
は
四
選
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は

「
目
指
す
べ
き
」
が
五
〇
％
、「
交
代
す
べ
き
」
が
四
四
％

と
拮
抗
し
て
い
ま
す
。
高
橋
知
事
の
続
投
論
は
意
外
に
強

く
な
く
、
弱
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
支
持
率
の
裏
側
に
あ
る
も
の
は

　

以
上
か
ら
高
橋
知
事
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、第
一
に
、

支
持
理
由
は
人
柄
が
良
く
、
目
立
っ
た
失
策
が
な
い
な
ど

抽
象
的
で
消
極
的
な
項
目
が
多
い
点
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
は
、
高
橋
道
政
一
〇
年
で
北
海
道
は
「
変
わ
ら
な

い
」
が
半
数
を
超
え
、
高
橋
知
事
が
肝
と
し
て
き
た
政
策

や
政
治
的
決
断
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
、
政
策
・
実
績
評

価
は
決
し
て
高
く
な
い
。

　

第
三
は
、
続
投
論
の
賛
否
は
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
支
持
率
な
の
に
、
な
ぜ
こ
う
し
た
否
定
的
な
要
素
が

見
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
は
推
論
で
す
が
、
高
橋
道
政
に
向

け
る
道
民
の
視
線
は
意
外
に
冷
や
や
か
な
の
は
、
こ
れ
と

い
っ
た
実
績
が
な
い
こ
と
を
道
民
が
客
観
的
に
認
識
し
て

い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
高
支
持
率
な
の
は
、
支
持
が
政
策
な
ど
の
政

治
的
要
素
で
は
な
く
、
人
柄
、
見
た
目
、
女
性
と
い
っ
た

知
事
個
人
の
表
面
的
な
部
分
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
高
橋
道
政
を
支
え
て
い
る
の
は
、
ふ
わ
ふ
わ

と
し
た
「
曖
昧
な
世
論
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
で

報
告
を
終
え
ま
す
。

＜

そ
う
ず　

の
り
ひ
さ
・
北
海
道
新
聞
情
報
研
究
所
調
査
研
究
部
長＞

　

※
高
橋
知
事
の
平
均
支
持
率
は
〇
三
年
五
月
か
ら
一
三
年
四

月
ま
で
実
施
し
た
調
査
か
ら
九
回
分
を
、
上
田
市
長
の
同
支
持

率
は
〇
三
年
一
二
月
か
ら
一
三
年
四
月
ま
で
に
行
っ
た
調
査
か

ら
七
回
分
を
抽
出
し
算
出
し
た
。

　

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
の
北
海
道

世
論
調
査
研
究
会
で
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

文
責
・
編
集
部

表２　高橋知事の政策・実績評価	

表３　高橋知事の続投と民主党の対応	


